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序
槃栄を誇る現代文明は一朝ータにして築き上げられたものではなく300万年とい

う悠久な時の流れの中での 、 人類の試行錯誤の結果もたらされたものであります。

また人類の試行錯誤の証拠としての埋蔵文化財は再生産のきかない文化財であり、

人類共有の文化辿産であります。 多様化する現代社会の要求に対し 、 開発という行

為は我々にとって必要不可欠な新たな試行錯誤でありましょう 。 しかし我々は同時

にそれによって失われていく埋蔵文化財という過去の記録を保存する責任を負って

いることも事尖であリましょう。 今回調査しました束番場追跡も 、 宅地開発という

現代の要求にせまられての調壺でありました。 が 、 ここに本報告害を刊行いたしま

た。 わずかではありますが我々に課された責任の一端を果たし得たものと考えます。

今後この報告舎が長野市における古代史ならぴに地域史研究に大いに活用されます

ことを願ってやみません 。

末箪なからこの調査のために御指森• 御協力願った関係者のみなさまをはじめ 、

匝接•関接に調在に参加されたみなさまに記して感謝いたします。

昭和63年3月 長野市教育委貝会教有艮

奥 村 秀 雄



例 言

1 本書は三洋開発株式会社（長野市大字中御所440番地7)ならぴに甘沼雄次郎外 2名による宅

地造成事業に伴う緊急調査報告書である。 遺跡は長野市大‘料栗田字束番楊532番地外の地籍に

存在し、 今回の事業に伴って確認された新発見の逍跡で 、 逍跡名は 「 束番場逍跡」として報告

する。

2 調究ならぴに報告m作成作業は 、 長野市埋蔵文化財センタ ーが行った。

3 逍構因は1: 60、 追物実測図 は1 : 4に統一した。 遣物実測図中須忠器は断面を黒色で示し

黒色処理された土師器は処埋された部分をスクリ ー ンで示した。

4 調在の諸記録及び出土滋物は長野市埋蔵文化財センタ ー で保管するが、 将米的には長野市立

博物館へ移管される。

5 逍物の注記記号は逍跡名の頭文字をとり 、 HBBとしてある。
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I 調査に至る経過と方法

l 調査経過

昭和62年9月 、 三洋開発株式会社ならぴに青沼雄次郎外2名は長野市大字栗田字東番場532番

地外 の地藉において毛地造成事業を計画した。 現地踏翌tを行ったところ土器片の散布が認められ、

長野市埋磁文化財センターは9月17日試掘調企を実施した。 その結呆 、 開発行為によって逍構面

に掘削が及ぴ破壊 されることが子想される逍路施設部分の約 256面について、 発掘調査を実施す

ることに決定した。 調行は昭和62年10月7日-12日の間の実質4日間にわたって実施した 。

2 調究の体制

調究主体者 長野市教育委貝会教育長 奥村秀雄

総括買任者 長野市埋蔵文化財センタ ー所長 小木泊敏

庶 務 係 II 所長補佐 小山 正

＂ 

調 在 係 II 

II 

＂ 

＂ 

II 

調在補助貝 占岩井久仁

職貝

調企係長

主事

主事

職員

職員

（信州大学学生）

倉田佳世子

矢口忠良

青木和明

干野 浩

中殿穿子

横山かよ子

調壺作業貝 青沼愛子 -rtr召和子 百沼けさ子 育沼昌枝 川島邦子 神頭幸雄

小林節子 小山栄子 島崎とし子· 八田明己 藤沢月子 丸山悦子

丸山たまき 丸山美江子 矢澤ふさ恵

3 発掘調査の方法

調査範囲の表土除去は、 試掘調壺の結果に基づきパックホ ー を援用した 。 包含府及び追構検出

作業の際に出土した俎物については「検出面出土逍物」として採取し、 逍構検出後股土内出土逍

物は裂上上位・中位・床面直上等出土位骰ごとに 一括して採取した。 写真扱彩は各逍構ごとに逍

物検出状況、 掘り上がリ状況、 辿構内細部について実施した。 検 出された逍構の測磁は標裔• 南

北軸 BM を基部に 2m メッシュを組み 、 簡易的な遣り方測屈によって実施し 、 基本的に 1 : 20の

縮尺で行った。
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4 遺跡周辺の歴史的環境

栗田地域では考古学的調在の前例はな〈 、 付近の逍跡としては現在のと.:'J ,r l:U小学校紺跡が

調究されたのみで、 平安時代の集落址の一部が検出されている。 市街化の進行が行し い中で名古

学的には未知の地域の一つといえる。 この地域が歴史の舞台に登上するのは中世になってからで

ある。 r長野県の地名 .. (平凡社 1979)によれば、 守吾杖鏡』治承l川年(1180)几n 七日条に

「栗田寺別当大法師範囲詑」とある栗田氏の本買地であり、 本追跡東方約 120 mのところにある掘I
之内城（栗田城）址は、 栗lfl氏代々の居館であった 。 二爪堀の回字形をなし、 本郭の跡は西から

北にめぐり東に向う幅六間 、 高さ五間ほどの土旦が残る。

脱長三年(1598)栗田氏が上杉敢勝に従って奥羽に移った後、 前掲占によればこの地域は松

代領であったが、 元和二年(1616)硲府領となリ 、 同九年一時越後高Ill城主松 ‘ド光長のI所領となっ

た 。 その後天和元年(1681)尾張松平義行の所領となり 、 元禄卜六年(1703)また 硲府領となっ

た 。 姫長七年の検地帳に記された 792石余りのうち80石は戸F應神社の神'ff栗IJ」氏の所竹であった

が、 慶長十七年硲府から改めて戸隠神社領に寄付され 、 神領とし て明治に及んだとされている。

II 調査

l 逍構と追物

1号住居址 （図4)

〔追構） 住居址北束隅が検出された のみで、 大半は調在区外となり詳細は不明である。 検出面

からの掘り込みは北壁19cm、 束壁19cmを測りやや浅い。 1禾面には砂まじリの暗質茶色枯質土が貼

られる。

〔磁物〕 土師器の破片が出土し ているが実illll可能なもの、 時期を特定できるものはない。

2号住居址 （図4·7 )

〔滋構〕 住居址北西隅が検出されたのみである。 検出面からの掘り込みは北壁36cm、 西堕32cm

を測り掘り込みは直に近い。

（逍物〕 1 土師器尻口径12.9cm、 器裔3.8cm。 内而I氏部との境に段をなして体部は直線的に

外開し、 口縁端部付近にて立ち上がる。 外而の調整は限耗のた め不明だが、 底部は箆削りされ）し

版を呈する。 内面は横箆磨きがなされ黒色処理される。 2 土師器杯。 口径13.9cm、 器閻4.9cm。

半球形を呈するが口縁部付近は立ち上がりぎみである。 朋耗若し 〈調格等詳細は不明であるが、

外面は箆削り後、 箆磨きされたと思われる。 3 土師器高杯。 口径15.9cm。 内外面ともていねい

な箆磨きがなされ、 内面は黒色処理される。 4 土師器杯。 口径l] .4cm。 lJ縁部は知く外反し て
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終リ 、 体部は偏球形を呈すと思われる。 内面は黒色処埋されている。

出土上器の様相からすれば 、 本住居址は古墳時代後期の所産と考えられる。

3号住居址 （図4)

〔追構〕 住居址北束糾が検出されたのみである。 方形を呈すと思われるが詳細は不明である。

検加面からの掘り込みは北峡24cm 、 束吃20cmを測り 、 床面は軟弱である。

（迅物〕 -1.:. 訓i器・ 須必器の小破｝ヤを検出しているが実測可能なもの、 時期を特定できるものは

出土していない。

4号住居址 （図4 . 7) 

〔迅枯〕 住屈址北西開を検出し たのみである。 開）L方形を呈すと思われるが詳細は不明である。

検出10iからの掘り込みは北咄34c·m、 西壁28C"rnとやや深い。

〔逍物〕 5 上師器｝ィく。 口径13.9cm、 器翡4.6 cm。 口縁部は（本部下半に緩い稜をなして肛線的

に外開する。 U枯部外面は刷も�k.T.具による横方向の整形後箆窮きされ 、 体部は箆削り後廓かれ

丸底を呈する。 内面底部とi本部の様には一条の沈線が施され、 内[{ljは全体に箆磨き整形される。

6 」：師器杯。 「i径12.9C'm 、 器邸6.9cm。 n 縁部は（本部中位に鋭い稜を形成して立ち上がるが、

内湾して立ち上がった後端部が短く外反する形態をとる。 外而口縁部は横ナデ整形後箆磨き、 体

部は箆f'jlJリ後ていねいな箆磨きがなされ）L底を呈する。 内而も全体にていねいな箆隊きがなされ

る。 7 」：師器小刑痰。 口f和3.9cm、 器高Jl.0cm。 ｛本部は球）fクを呈し、 口縁部は短く〈の字状に

外 反して終わる。 外1(1i口絃部は強く横ナデされ 、 f本部は箆削り後軽く崩かれる。 内而は箆による

平滑化後、 ていねいなナデ整形がなされる。 8 土Cili器邸杯。 脚端部径10.Oc·m。 内面はナデ整形

されるが外lfliは磨托のため詳細不明。 9 -1-. 師器翡杯。 脚端部径13.0C'叫外面は縦方向のていね

いな箆I科きがなされ、 内面 は全体に横ナデ整形される。

出土土器の様朴lカ・ らすれば、 本住居址は占梢時代後期の所廂ととらえられる。

竪穴状遺構 （図6)

〔逍構） 一辺約2.90mはどの不整方形を呈すが、 西側は調査区外となリ詳細は不明である。 検

，，廿時には住J,-S-址と判断し 瀾在を進めたが 、 明確な床や柱穴等の諸施設も認められず、 住居址と判

断するr'i"定的な材料はない。 検出面からの掘り込みは20cm前後である。

〔辿物〕 土師器 ・ �(I!ぶ器の破JJ,. が出土し ているが実illil可能なものはな〈、 時期を特定しうるも

のもない。

1号土凛 （固4_)
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〔逍構〕 0. 85X 1. 90mほどのやや不整な長方形を呈し 、 主軸はほぼ南北方向にとる。 検出而か

らの掘り込みは32-35cmとやや深〈 、 掘り込みは直に近い。 投土は暗黄灰色土一府で 、 他の追構

とは性格を異にする。

〔逍物〕 土師器の小破片が若干出土しているが実測可能なものはない。 遺物は混入かと思われ

る。

2号土墳 （図4)

〔遣構〕 0.80XO. 70mの不整円形を呈する。 検出面からの掘り込みは20-23cmを測り、 掘り込

み はなだらかである。 北壁上面と底面に各1個小ピットを有するが本逍構に伴うものか否かは不

明である。

（遺物〕 実測可能な遣物は出土し ていない。

3号土壌

〔逍構〕

〔遺物〕

（図4)

長軸0. 90mの不整楕円形を呈し、 検出面からの掘り込みは20-22c:mを測る。

土師器、 黒色土器・ 須恵器等の破片が出土しているが実測可能な逍物はない。

4号土壌 （図4 · 7)

〔逍構〕 l.35X0.70mの長方形を呈し、 主軸 はほぽ南北方向にとる。 検出面からの掘り込みは

北壁24cm、 南壁24cm 、 東壁27cm、 西壁25cmを測り、 掘り込みは直に近い。 投土は暗茶褐色粘賀土

一府であった 。

〔逍物〕 10 土師器杯。 口径9.4 cm、 器高5.1 cm。 外面は箆削り後ナデ整形がなされ、 底部は

丸く仕上げられる。 11 須忍器杯口縁部破片。 口径11. 4cm。 口縁踏部が若干外反する形態をとる。

12 土師器高杯。 脚端部径11.1cm 、 残存高12.2cm。 脚部は筒状に長く立ち上がり、 端部はやや大

きく開いて終る。 脚部に径7 mmはどの焼成前穿孔を一孔有する。 脚外面は縦方r,,1の箆削き、 内而

はナテ整形され、 杯部内而は箆磨き後黒色処理されている。 13 土師器痰。 口径18.2cm。 口縁部

は内面頸部に鋭い稜をなし て外反する。 胴部は上位で若干張るが以下直線的に底部へ収約する形

態をとると思われ、 最大径は口緑部に有する。 口縁部は内外而ともナデ整形され、 胴部内面は箆

による平滑化後ていねいにナデ整形されている。

以上出土土器の示す 様相よりすれば、 本逍構は古墳時代後期の所産と考えられる。

5号土凛 （図4)

〔遺構） 短軸約i.o mの長楕円形を呈すと思われるが 、 西側は調査区域外となりまた束側は 6

号土堀に切られる。 主軸はN -83°
-Wをとり、 検出面からの掘り込み は40cm前後とやや深い。
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〔逍物〕 土師器、 黒色上器の小破片がかなり出土 しているが実測可能な逍物はない。

6号土濱 （図4 · 8 )

（迅構〕 2 . 0 X 0 .9 0 mの不整桁円形を呈し、 5 号土城を切っ ている。 主軸はN-31° -E を測る。

検出面からの掘り込み は南壁で42cm、 北壁で35cmを測り 、 底面はやや南方へ傾斜している。

〔逍物〕 1 4  須恵器杯。 口径1 1 . 6cm、 残存裔3 .8 cm。 立ち上がり はやや外開ぎみで、 端部内而

は而とり さ れ る。 受け部はやや斜め上方へ突出するが水平に 近 い。 外面体部下半 に は一帯の箆削

りが認められ 、 また 自 然釉の付着 が著し い。 15 土師 器裔坪。 外面は縦方向のていねいな箆磨き

がなされ 、 内而にはいまり 痕 をとどめる。 16 土師器店恥。 外面は箆削り後箆磨き、 内而はナデ

整形がな さ れ る。 杯部内面は箆駒き後、 黒色処理さ れ ている。 1 7 土師器猥。 口径16. 3cm。 口縁

部は頸部から わずかに 外反しつつも直に 近く立ち上がる形態をとり 、 端部は丸〈終る。 内外面と

も 磨耗が者しく 整形等の詳 細は不明である。 18 土師器猥。 口径16.2cm。 口縁部は頸部から鋭〈

く の字状に外反する。

15 · 17のよ う に古瑣時代中 期的様相 を示すものもあるが、 全体としては古柑時代後期の所産と

理解できよ う。

ぼ1 5 )7号土凛

〔追構〕

〔逍物〕

0 .92XO. 25mの長方形を呈し、 主軸はN -25• -Wを測る。 掘り込みは25cm前後である。

土師器の小破片を検出したのみで、 実測可能な逍物は出土していない。

8号土濱 （ 図5)

〔逍構〕 径0 .65mほどの円形を呈すと思われるが西側は調査区域外となり詳 細は不明である。

検出面からの掘り込 み は北 1 4cm、 南17cmで底面はやや傾斜を も つ。

〔遺物〕 土師器破Iヤならぴに須恵器益破片が出土し ているが実測可能な逍物はない。

9号土濱 （凶 5 · 8 )

〔遺構〕 l .  l5X0 . 98mのやや不整な方形を呈し、 主軸はN-21
°

- E を測る。 検出面からの掘り

込みは20cm前後を測る。 底面には15-30 cm前後の河原石 6 個 、 角 礫 1 個 が検出された が何 ら かの

構築物とは考 えら れず性格は不明である。

〔逍物〕 21 土師器杯。 底径6 .1 cm、 残存高 3 .5 cm。 外面底部は不定方向の箆削り後雑なナデ

整形がなさ れ、 不安定な平底を呈する。 内面は比較的 ていねいな箆削りがなされ黒色処理される。

22 須恵器高台付杯。 ）氏径14.4cm。 底部は回転箆削り後、 中 央部付近 がナデ整形さ れる。 高 台 は

貼り 付け高台で断而は方形を呈し 、 接合は非常に雑にな さ れ てい る。
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こ の他に 土師 器の小破片がか な り の飛出土し て いるが 実illil可能 な も の は ない 。 本逍構は余良時

代 の所産と考えられる。

10号土墳 （ 固 5 · 8 )

〔追構〕 一辺0.40 m は ど の方形を呈す と思われるが 、 半分以上が品�ft区域外と なり 詳細 は不明

である。 検 出面から の掘り 込みは20cm前後を測り 、 掘り 込みは 紅に近い。

〔逍物） 23 土師 器壺。 口 径21. 8cm � 有段口緑を呈し 、 端部は面とり さ れる。 内外面と も 横 ）f

向 の箆磨き で 整形 さ れる。 24 土師 器鉢。 口 径14. 0cm、 器邸約 4. 4cm。 n 縁部は外1(ijf本部と の境に

鋭い稜を形成し 、 直線的に 外 反 する。 外 面 口 緑部 は 横箆磨 き 、 1本部 は 横 }J111] の箆削り 後箆I伐 き さ

れる。 内面i i]縁部は斜方向 の密 な箆磨きを施し 、 体部 も 不定方向 の箆J� き で仕 1-.げ ら れ て いる。

本逍構は出土土 器の様相から古墳時代前期に位附づけられる。

I I号土壌 （ 図 5 · 8)

〔迫構〕 長軸約1. 35 m ほ ど の楕円形を呈す と思われるが 、 束側は調企区域外 と な り 詳細 は不明

である。 検出面から の掘り 込み は北10cm、 南21cm で あ り 、 底[{Jiはか なり の傾斜を打する。

（辿物〕 2 5  土師 器牙ヽ。 庭径6. 5cm、 残存高2.7cm。 内 外面と も 箆 駒 き 格形 さ れ て いる。

12号土墳 （ 図 5 · 8)

〔逍構〕 1 . 3 5X0. 80 m ほ ど の楕円形を呈し 、 主袖は N - 59° - E を測る。 検 出 面か ら の掘リ 込み

は20cm前後である。 30 -40cmの河原石が7fltl検出さ れ て いるが性格等詳細は不明 である。

（逍物〕 26 須忠 器Mヽ 。 口径12. 9cm 、 器高 4.0 cm 、 底径約 7. 8  cm。 底部外面は回転箆削 り に よ

っ て 調 整 さ れ 、 杯部 は 内 外f(fjと も 雑 な ロ ク ロ ナ デが な さ れて いる。 27 須恵 器J-,f-「l縁部破片 。

ロ 径約12.0cm。 i不部 の 立 ち ー トがり は比較的急 で， 外 面 は 自 然釉 の付芯が者 し い., 28 - 1濯i 器杯

ロ縁部破片。 口径約10 . 5cm。 底部か ら 内湾 して立ち上がる形態 と思われ 、 内外頂i と も 軽い箆磨き

で整形 さ れて いる。

出土土 器の様相から、 本逍構は奈良時代の所産と 考 え ら れる。

13号土墳 （ 図 5)

〔逍構〕 0.70XO . 40 m の楕円形を呈し 、 主軸は N -20° - Eを測る。 検出1f1iから の掘 リ 込みは な

だ ら か であるが、 4 5cm前後とやや深い。

〔逍物） 土師 器、 黒色土 器等 の破片が出上 し て いるが 、 実測可能 な も の は ない。
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14号土凛 （ 図5 · 8 }

〔迫構） 一辺0 . 75mほどの方形を呈すと思われるが 、 西側は後世の攪乱に よって大 半 が 破 壊 さ

れ詳細は不明である。 主軸はN - 13• - W にとる。 検 出 面からの掘り 込みは洩く10 cm前後である。

〔逍物〕 29 土師器杯。 口 径14. 0 cm、 残存高 3.6 cm。 口緑部は体部外面に明確な稜を形成して

直線的に外反し、 端部は丸〈終わる。 内外而ともていねいな箆磨きによっ て整形され、 内而はそ

の後黒色処理されている。 30 土師器甜杯。 口径16 .8cm。 口緑部は杯部中位に稜をなして立ち

上がる形態をとり、 端部はやや内湾ぎみになる。 横ナデ後外面は縦、 内面は横のていねいな箆磨

きで仕上げられる。 31 土師器痰底ifll。 底部は箆削りされ丸l氏を呈する。 内而は不定方向の強

いナデ整形である。 32  J:. 師器喪底部。 底部周辺は箆削リされ不安定な杓底を呈する。 底面に

は木築痕をとどめ 、 内面はナデ幣Jf多される。 33 土師器猥。 口 径21.8cm。 口縁部は頸部から く

の字状 に外反し、 端部はていねいに面と り される。 内外面とも箆序 き屯を形される。 34 土師器

溢。 全体的にナデ整形され 、 つ ま み部は断rFri逆台形状をなし」：：面は若干凹む。 35 土師器甕底

部。 底径6.1 <:in。 内外面とも全体的に ナデ整形で仕上げられる。

以上、 出土土器の様相から本迅構は古泊時代後期の所産と名え られる

1 5号土填 （ 固 5 · 8 )

〔逍構〕 艮軸約2.0 mはどの不整長）i形を呈すと思われるが 、 東側は調在区域外で詳細は不明

である。 日-H の小 ヒ ッ ト を持つが、 深さはPi · 32C'ln 、 P2 · 34<'m 、 P3 · 13<'m 、 P. · 18cmを測る。

遣物は裂」：中ならぴにヒ ッ ト 内から出土したもの が 多 い。

〔逍物〕 36 上師器胚。 口径14 . lcrn、 器裔約4. 6 cm。 底部から 内湾ぎみに立ち 卜がる形態をと

り、 口縁端剖H"J1f1iは血と り される“ 口 縁部外而は横ナデ後箆磨 き、 体部は箆削り後箆I科きされる。

内面iは全体的にナテ‘整Ifク されている。 37 土師器杯。 口 径15 .ltm。 杯部は直線的に外開し 、 内

外而ともていねいな箆If!只きがなされる。 38 土師器j禾 。 口径13.6cm。 残存泊i 4 .0 cm。 内面は箆

磨き後黒色処埋されている。 39 土師器杯。 口 径11. 0cm 、 器裔 3.3 cm。 内湾 ぎみに立ち上がっ

た杯部が、 端部にて若+外反する形態をとる。 外面は箆削り後箆ナデのよ う な磨 きがなされ底部

は丸底である。 内面 も外面同様 箆ナデのよう なl科 きがなされ黒色処理される。 40 土師器杯。

口 径14.7C'm、 器泊j 約5.7 cm。 口 縁部は.4�:g:11中 位に緩やかな稜をなしてやや長 〈 外反しつつ立ち上

がる形態をとる。 外面口縁部は横ナデ、 体部は箆削りされた後ていねいな箆磨きがなされ、 内 面

も全体にていねいな箆磨きがなされる。 41 土師器椀。 口径1 2 .7cm、 器高 8 .2 cm。 体部は偏球

形をなし、 口緑部は短 〈 立ち上がる形態をとる。 外而は箆削り後ていねいな箆l粁きがなされ 、 底

部は丸底である。 内面は箆による平沿化後ていねいなナデもしくは軽い箆隊 きがなされる。 42 

土師器翡杯。 口径17 .8cm。 口縁部は杯部中位に稜をなして立ち上がり、 端部はやや内湾ぎみに

立ち上がる。 内外而とも横ナデ後箆朋きされる。 43 土師器高杯脚部。 脚端部径12.4cm。 外面
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は縦方向の箆磨き 、 内 面は横ナデ整形 さ れ る 。 44 土師器店杯脚部。 脚端部径10.0cm。 外而は

箆 磨 き 、 内面は横ナデ整形 さ れ る 。 45 土師器甕。 口 縁部径20.6cm。 口縁部は頸部内面に緩い

稜 を な し て短 〈 〈 の字状に外反する 。 口縁部は内外面 と も 強 〈 横ナデ整形 さ れ 、 胴部外而は縦方

向 の、 内面は横 も し く は斜方向のハケ整形が な さ れ る 。 46 土師器痰。 口 径 17.2cm。 45同様口

縁部は短 く 外反 し て 終 わ る 。 内外面 と も 強い ヨ コ ナデ整形が さ れ る 。 47 土師器甕庇径。 底径

5.3cm。 外面はナデ整形 さ れ 、 内 面は く も の巣状の刷毛整形がな さ れ る 。

以上出土土器の様相か ら すれ ば本遣構は古項時代後期の所産 と と ら え ら れ よ う 。

1 6号土壌 （ 図 5 )

〔逍構） l .OXO.SOmの楕円形状 を 呈 し 、 主軸は N -78
°

- E に と る 。 17号土壊を 切 っ て い る 。

検出面 か ら の 掘 り 込みは15 -20cmを iJltJ る 。

〔逍物〕 土師器、 黒色土器の破片が出 土 し て い る が 、 実測可能な も の は な い。

17号土凛 （ 図 5 · 9 )

〔逍構〕 1 .95XO .90m のやや不整な 長方形を呈し 、 主軸は N - 15· - w に と る 。 16号土砿に切ら

れ る 。 中央部 よ り 30-50cmの河原石が検出 さ れ た 。 検出時に は 硲砿か と も 思われたが出土逍物も

少な く 詳細は不明である 。

〔逍物〕 48 須恵器杯。 口 径15.0cm。 底部から直線的に外開 し 口 縁端部は強 く 横ナ デ さ れ る 。

49 須恵器杯口縁部破片 。 口 径 10. 6cm。 50 須恵器高台付杯。 底 径 1 1 .5cm。 底台は断面逆台形

を な し 底部は回転箆削 り さ れ る 。

本逍構は奈良時代の所産 と 考 え ら れ る 。

18号土濱 （ 図 5 · 9 )

〔遺構〕 一辺 1 .0 m ほ どのやや不整な方形を呈す と 思われ る が 、 東側は調査区域外 と な り 詳細

は 不明 で あ る 。 西壁 と 南壁際に 小 ピ ッ ト を 有 し 、 深 さ は そ れ ぞれ38cm 、 39cm を 測 る 。 逍物は南壁

際の ビ ッ ト よ り 集中 し て 出 土 し て い る 。

〔遺物〕 51 土師器高杯。 外面は箆磨 き さ れ 、 杯内而は箆麿き 後黒色処理 さ れ る 。 52 土師

器杯。 口 径1 5 . 1cm、 器 高 4 . 5 cm。 杯部は底部から緩い稜 を な し て外開す る 形態 を と り 、 内面杯部

と 底部 と の境には 一本の沈線が施 さ れ る 。 内而は箆磨 き 後黒色処理 さ れ る 。 53 土師器杯。 ロ

径 1 3 . 5cm 器高約 4 . 5 cm。 形態は52 と 同様で内面にはやは り 沈線が一本 施 さ れ る 。 県色処理は さ

れ て い な い。

本逍構は古瑣時代後期の所産 と 考え ら れ る 。
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検出面出土の土器 （ 図 9 )

54-59は土師器のM、で 、 54-57は内面が黒色処理 さ れ て い る 。 60-63は須恵器杯な ら ぴ に 蓋 で

あ る がい ず れ も 小破片であ る 。 64-66は土師器の高杯で、 65は脚部に長方形の透かし孔が認めら

れ 、 脚瑞部 も 丸 く 肥厚する特異な も ので あ る 。 69は有段 口 緑の壺 、 70は用の口 緑部破片 で と も に

古瑣時代前期に 比定 さ れ る 。 71-76、 78、 79は土師器の甕 、 80 、 81は甑である 。 83は志野焼の小

Jillか と 思われる 。

2 調査の ま と め

今回の調在に お い て は 、 住居址 4 軒 • 竪穴状遣構 1 基 • 土頌18基を検出 し 、 古墳時代前 期 ～ 奈

良時代 に わ た る 集落址 が こ の 栗 田 の地に も 展 開 さ れ て い た こ と か確 認 さ れ た 。

検出 さ れた逍構を時期別 に み る と 、 古坑時代前期 ・ 10号土痰 、 古墳時代後期 . 2 号 . 4 号住居

址 . 4 号 . 6 号 ・ 15号 ・ 18号土堀 、 奈良時代 . 9 号 ・ 12号 ・ 14号 ・ 17号土堀 と な り 、 本俎跡の中

心は古墳時代後期に おかれ る も の と い え よ う 。

住居址は 、 時期の明確な も のは いずれ も 古墳時代後期 の も ののみで、 限定 さ れ た 調壺範囲から

は い ず れ も 逍構の一部 を 検出 し たのみであ り 、 詳細は不明 と 言わ ざ る を 得な い。 し か し 住居址の

分布状態 に は さ は どの密集性 は 認 め ら れず 、 周囲の徴地形 を 考 應す る な ら ば、 当該期の集落は本

遺跡よ り 束南方へ と 展開 し て い た こ と が想定さ れ る 。 こ の地域は後の律令時代 に お い て は 、 水内

郡八郷の う ちの芹田郷に 含 ま れて い た と さ れ る 。 今回古柑時代後期 ～奈良時代に わ た る 集落の一

端を検出 し 得た こ と は 、 こ の 地域の古代 に お け る 歴 史的動態の解明のための貨重な資料 と な ろ う 。

ま た 中世 、 栗P.3氏の居城である掘之内城 （ 栗 田城 ） は 、 本逍跡東方 120 m ほ どの近距離に存在

す る 。 し 力 し ながら今回の調査で得られた 中世の査料 と し て は志野焼 と 思 わ れ る 小llll一点のみで

あ り 、 中世の歴 史解明 に 向 け て は 今後の調在に待っ 、 さ と こ ろ が 多 い。
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